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3．パネルの加工

●パネル加工の寸法は、基本的に図の寸法
とすることが望まれますが、開口により
ＰＣ鋼線を欠損した場合、設計条件に対
する曲げ及びせん断の安全を確認する必
要があるため、あらかじめご相談下さい。

●パネルの開口（設備等）は 20φ～300φ
の範囲で丸穴があけられます。300φ以上
は 4 角又は 6 角で加工いたします。ただ
し設計により、穴あけ不可能なケースもあ
りますので、あらかじめご相談下さい。
又加工後のパネルの破損をさけるために
図のような加工の場合は、幅方向のパネ
ルの残り寸法（b）はパネルの長手方向
の加工寸法（a）の 1.5 倍以上かつ板厚
寸法以上を推奨します。



20程度 20程度 20程度



受けプレート
t＝9（別途）

梁幅

梁幅

受けプレート
t＝9（別途）

スパンクリート敷込方向 スパンクリート敷込方向

頭付スタッド（別途）

主筋（別途）

受けプレート
t＝9（別途）

配力筋（別途）



600程度 600程度
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30（45）

30（
20）

最大引抜耐力

14.7kN

アンカー長

30mm

最大引抜耐力

9.81kN

20mm 8.50kN



［呼び幅1mパネル］
使用PC鋼線
下筋
12－2.9mm3本よりPC鋼より線
導入プレストレス応力度
上縁　3.33N/mm2

下縁　5.78N/mm2

1.0m
3.14
3.14
3.14
3.14
3.11
3.04
2.98
2.92
2.87
2.82
2.59
2.42
2.27
2.09

2.98
2.98
2.98
2.98
2.98
2.95
2.90
2.86
2.82
2.79
2.62
2.47
2.35
2.25

2.84
2.84
2.84
2.84
2.84
2.84
2.81
2.78
2.75
2.72
2.59
2.48
2.39
2.30

3.74
3.74
3.62
3.49
3.38
3.27
3.18
3.09
3.01
2.93
2.63
2.41
2.23
2.06

3.74
3.74
3.72
3.61
3.52
3.43
3.34
3.26
3.19
3.12
2.84
2.62
2.45
2.30

3.74
3.74
3.73
3.65
3.58
3.51
3.45
3.38
3.33
3.27
3.02
2.81
2.64
2.50

1.0m 1.0m

1）場所打コンクリートは設計基準21N/mm2としています。

2）場所打コンクリート打設時の作業荷重は1500N/m2としています。

3）ノンサポート工法とは、サポートを必要としない工法です。

4）中央サポート工法とは、中央部1ヶ所のサポートを設けた工法です。

5）フルプレストレス設計としています。

6）完成後の合成床端部支持条件は固定としています。

7）ノンサポート工法ではPC鋼線を切断する断面欠損がない場合、中央

サポート工法ではパネル幅に対し20%までの欠損がある場合として

います。（位置によりこれ以上の欠損が可能な場合もあります）

8）中央サポート工法では、板上作業の前に中央サポートを設置するこ

ととします。

9）施工時の変形は1/300以下としています。

10）長期のたわみは1/250以下としています。

11）プレストレス力はそりをスパンの 1/300以下としています。

12）埋設配管、耐火性能、振動性能等の条件によりスラブ厚が増す場合

もあります。

※本仕様は予告なく変更する場合がありますので、ご確認下さい。

15,150 23,080

2012.2改定



1）場所打コンクリートは設計基準21N/mm2としています。

2）場所打コンクリート打設時の作業荷重は1500N/m2としています。

3）ノンサポート工法とは、サポートを必要としない工法です。

4）中央サポート工法とは、中央部1ヶ所のサポートを設けた工法です。

5）フルプレストレス設計としています。

6）完成後の合成床端部支持条件は固定としています。

7）ノンサポート工法ではPC鋼線を切断する断面欠損がない場合、中央

サポート工法ではパネル幅に対し20%までの欠損がある場合として

います。（位置によりこれ以上の欠損が可能な場合もあります）

8）中央サポート工法では、板上作業の前に中央サポートを設置するこ

ととします。

9）施工時の変形は1/300以下としています。

10）長期のたわみは1/250以下としています。

11）プレストレス力はそりをスパンの 1/300以下としています。

12）埋設配管、耐火性能、振動性能等の条件によりスラブ厚が増す場合

もあります。

※本仕様は予告なく変更する場合がありますので、ご確認下さい。



1）場所打コンクリートは設計基準21N/mm2としています。

2）場所打コンクリート打設時の作業荷重は1500N/m2としています。

3）ノンサポート工法とは、サポートを必要としない工法です。

4）中央サポート工法とは、中央部1ヶ所のサポートを設けた工法です。

5）パーシャルプレストレス設計としています。

6）完成後の合成床端部支持条件は固定としています。

7）ノンサポート工法ではPC鋼線を切断する断面欠損がない場合、中央

サポート工法ではパネル幅に対し20%までの欠損がある場合として

います。（位置によりこれ以上の欠損が可能な場合もあります）

8）中央サポート工法では、板上作業の前に中央サポートを設置するこ

ととします。

9）施工時の変形は1/300以下としています。

10）長期のたわみは1/250以下としています。

11）プレストレス力はそりをスパンの 1/300以下としています。

12）埋設配管、耐火性能、振動性能等の条件によりスラブ厚が増す場合

もあります。

※本仕様は予告なく変更する場合がありますので、ご確認下さい。



1.0m
4.83
4.83
4.83
4.82
4.69
4.58
4.47
4.37
4.28
4.19
3.42
2.96
2.65
2.42

5.02
5.02
5.02
5.02
4.90
4.78
4.67
4.56
4.41
4.19
3.42
2.96
2.65
2.42

4.60
4.60
4.60
4.60
4.55
4.47
4.39
4.31
4.24
4.17
3.88
3.63
3.28
2.99

4.78
4.78
4.78
4.78
4.75
4.67
4.58
4.50
4.43
4.35
4.04
3.67
3.28
2.99

4.40
4.40
4.40
4.40
4.40
4.34
4.28
4.22
4.17
4.11
3.87
3.67
3.50
3.31

4.58
4.58
4.58
4.58
4.58
4.53
4.47
4.41
4.35
4.29
4.04
3.83
3.63
3.31

5.57
5.39
5.18
4.99
4.82
4.67
4.53
4.38
4.16
3.97
3.30
2.88
2.59
2.37

3.30
2.88
2.59
2.37

5.81
5.63
5.41
5.21
5.03
4.87
4.65
4.38
4.16
3.97

5.57
5.46
5.28
5.12
4.97
4.84
4.71
4.60
4.49
4.39
3.97
3.54
3.19
2.92

3.54
3.19
2.92

5.81
5.70
5.51
5.34
5.19
5.04
4.91
4.79
4.68
4.57
4.04

5.57
5.52
5.37
5.23
5.10
4.98
4.87
4.76
4.66
4.57
4.18
3.87
3.50
3.21

5.81
5.77
5.61
5.46
5.32
5.20
5.08
4.97
4.86
4.77
4.35
3.88
3.50
3.21

1.2m 1.0m 1.2m 1.0m 1.2m

43.5

（1,680）

27,710 33,290 38,850 46,650

9.97
10.03
52,740
6,850
5,260
3,840
3,750
100
4,180
（4,180）

9.98
10.02
63,320
8,220
6,320
4,620
4,520
120
5,020
（4,180）

1）場所打コンクリートは設計基準21N/mm2としています。

2）場所打コンクリート打設時の作業荷重は1500N/m2としています。

3）ノンサポート工法とは、サポートを必要としない工法です。

4）中央サポート工法とは、中央部1ヶ所のサポートを設けた工法です。

5）フルプレストレス設計としています。

6）完成後の合成床端部支持条件は固定としています。

7）ノンサポート工法ではPC鋼線を切断する断面欠損がない場合、中央

サポート工法ではパネル幅に対し20%までの欠損がある場合として

います。（位置によりこれ以上の欠損が可能な場合もあります）

8）中央サポート工法では、板上作業の前に中央サポートを設置するこ

ととします。

9）施工時の変形は1/300以下としています。

10）長期のたわみは1/250以下としています。

11）プレストレス力はそりをスパンの 1/300以下としています。

12）埋設配管、耐火性能、振動性能等の条件によりスラブ厚が増す場合

もあります。

※本仕様は予告なく変更する場合がありますので、ご確認下さい。



1）場所打コンクリートは設計基準21N/mm2としています。

2）場所打コンクリート打設時の作業荷重は1500N/m2としています。

3）ノンサポート工法とは、サポートを必要としない工法です。

4）中央サポート工法とは、中央部1ヶ所のサポートを設けた工法です。

5）パーシャルプレストレス設計としています。

6）完成後の合成床端部支持条件は固定としています。

7）ノンサポート工法ではPC鋼線を切断する断面欠損がない場合、中央

サポート工法ではパネル幅に対し20%までの欠損がある場合として

います。（位置によりこれ以上の欠損が可能な場合もあります）

8）中央サポート工法では、板上作業の前に中央サポートを設置するこ

ととします。

9）施工時の変形は1/300以下としています。

10）長期のたわみは1/250以下としています。

11）プレストレス力はそりをスパンの 1/300以下としています。

12）埋設配管、耐火性能、振動性能等の条件によりスラブ厚が増す場合

もあります。

※本仕様は予告なく変更する場合がありますので、ご確認下さい。
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4.07
4.07
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4.07
4.05
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3.95
3.90
3.67
3.48
3.31
3.17

4.23
4.23
4.23
4.23
4.23
4.23
4.21
4.15
4.10
4.04
3.81
3.61
3.44
3.29

4.42
4.42
4.42
4.42

3.57

4.64
4.64
4.64
4.62

4.24

3.96
3.42
2.96
2.65
2.42

2.96
2.65
2.42

4.43

3.30

4.33

5.20
5.04

5.09 5.28
5.15
5.02
4.90
4.79
4.68
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4.49
4.10
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3.50

4.96
4.83
4.72
4.61
4.51
4.42
4.33
3.96
3.67

3.21 3.21
3.44

4.52
4.16
3.97
3.30
2.882.88

2.59
2.37

2.59 3.19 3.19
2.37

3.42

9.97 9.98
10.03
52,740
6,850
5,260
3,840
3,750

4,180
（4,180）

10.02
63,320
8,220
6,320
4,620
4,520

5,020
（4,180）

27,710 33,290 38,850 46,650

43.5



1）場所打コンクリートは設計基準21N/mm2としています。

2）場所打コンクリート打設時の作業荷重は1500N/m2としています。

3）ノンサポート工法とは、サポートを必要としない工法です。

4）中央サポート工法とは、中央部1ヶ所のサポートを設けた工法です。

5）フルプレストレス設計としています。

6）完成後の合成床端部支持条件は固定としています。

7）ノンサポート工法ではPC鋼線を切断する断面欠損がない場合、中央

サポート工法ではパネル幅に対し20%までの欠損がある場合として

います。（位置によりこれ以上の欠損が可能な場合もあります）

8）中央サポート工法では、板上作業の前に中央サポートを設置するこ

ととします。

9）施工時の変形は1/300以下としています。

10）長期のたわみは1/250以下としています。

11）プレストレス力はそりをスパンの 1/300以下としています。

12）埋設配管、耐火性能、振動性能等の条件によりスラブ厚が増す場合

もあります。

※本仕様は予告なく変更する場合がありますので、ご確認下さい。

5.43
5.43
5.43
5.43
5.39
5.30
5.22
5.15
5.07
5.00
4.69
4.43
3.99
3.64

5.34
5.34
5.34
5.34
5.28
5.20
5.12
5.04
4.97
4.90
4.60
4.34
3.99
3.64

6.56
6.36
6.19
6.02
5.87
5.73
5.60
5.48
5.37
5.26
4.80
4.27
3.85
3.53

6.68
6.49
6.31
6.14
5.99
5.85
5.71
5.59
5.47
5.36
4.86
4.27
3.85
3.54

10.88
11.12
69,550
8,280
6,250
4,590
4,540

4,490
（4,490）（4,040）

10.91
11.09
83,850
9,950
7,560
5,540
5,480

5,420
（4,520）



5.19
5.19
5.19
5.19
5.19
5.18
5.10
5.02
4.95
4.88
4.58
4.32
3.99
3.64

5.27
5.27
5.27
5.27
5.27
5.27
5.19
5.11
5.04
4.97
4.66
4.40
3.99
3.64

1）場所打コンクリートは設計基準21N/mm2としています。

2）場所打コンクリート打設時の作業荷重は1500N/m2としています。

3）ノンサポート工法とは、サポートを必要としない工法です。

4）中央サポート工法とは、中央部1ヶ所のサポートを設けた工法です。

5）パーシャルプレストレス設計としています。

6）完成後の合成床端部支持条件は固定としています。

7）ノンサポート工法ではPC鋼線を切断する断面欠損がない場合、中央

サポート工法ではパネル幅に対し20%までの欠損がある場合として

います。（位置によりこれ以上の欠損が可能な場合もあります）

8）中央サポート工法では、板上作業の前に中央サポートを設置するこ

ととします。

9）施工時の変形は1/300以下としています。

10）長期のたわみは1/250以下としています。

11）プレストレス力はそりをスパンの 1/300以下としています。

12）埋設配管、耐火性能、振動性能等の条件によりスラブ厚が増す場合

もあります。

※本仕様は予告なく変更する場合がありますので、ご確認下さい。

10.88 10.91
11.12
69,550
8,280
6,250
4,590
4,540

4,490
（4,490）（4,040）

11.09
83,850
9,950
7,560
5,540
5,480

5,420
（4,520）

6.16 6.26
6.34 6.44

6.10
5.95
5.81
5.68
5.55
5.44
5.33
4.86
4.27
3.85

6.00
5.85
5.71
5.58
5.46
5.35
5.24
4.78
4.27

3.53 3.54
3.85



1）場所打コンクリートは設計基準21N/mm2としています。

2）場所打コンクリート打設時の作業荷重は1500N/m2としています。

3）ノンサポート工法とは、サポートを必要としない工法です。

4）中央サポート工法とは、中央部1ヶ所のサポートを設けた工法です。

5）パーシャルプレストレス設計としています。

6）完成後の合成床端部支持条件は固定としています。

7）ノンサポート工法ではPC鋼線を切断する断面欠損がない場合、中央

サポート工法ではパネル幅に対し20%までの欠損がある場合として

います。（位置によりこれ以上の欠損が可能な場合もあります）

8）中央サポート工法では、板上作業の前に中央サポートを設置するこ

ととします。

9）施工時の変形は1/300以下としています。

10）長期のたわみは1/250以下としています。

11）プレストレス力はそりをスパンの 1/300以下としています。

12）埋設配管、耐火性能、振動性能等の条件によりスラブ厚が増す場合

もあります。

※本仕様は予告なく変更する場合がありますので、ご確認下さい。

11.64
11.86
85,430
9,500
7,200
5,280
5,130
100
4,770
（4,770）（4,260）

11.62
11.88
102,300
11,400
8,610
6,310
6,140
120
5,690
（4,740）（2,210） （5,220）

5.97
5.97
5.97
5.97
5.976.19
5.93
5.835.95
5.745.84
5.66
5.58
5.22
4.78
4.27
3.90

4.27
3.90

6.04
6.04
6.04
6.04
6.04

5.82
5.82
5.82
5.82
5.82
5.82

5.69
5.62

5.25

6.006.14
5.906.02
5.815.91
5.735.80
5.645.70 5.49

4.94
5.28
4.77

7.23
7.077.02
6.886.80
6.706.60 6.79
6.54 6.64
6.38
6.24
6.115.94 6.25
5.98
5.86
5.20
4.57
4.12
3.78

4.57
4.12
3.78

7.347.34 7.34
7.17 7.22
6.986.90
6.796.69 6.88
6.626.50 6.73
6.47 6.59
6.32
6.18 6.33
6.06 6.21
5.94 6.10
5.21



［呼び幅1mパネル］
使用PC鋼線
下筋
2－2.9mm3本よりPC鋼より線
4－7本より9.3mmPC鋼より線
2－7本より12.7mmPC鋼より線
導入プレストレス応力度
上縁　－0.01N/mm2

下縁　　8.20N/mm2

［呼び幅1.2mパネル］
使用PC鋼線
下筋
2－2.9mm3本よりPC鋼より線
6－7本より9.3mmPC鋼より線
2－7本より12.7mmPC鋼より線
導入プレストレス応力度
上縁　－0.02N/mm2

下縁　　8.39N/mm2

1）場所打コンクリートは設計基準21N/mm2としています。

2）場所打コンクリート打設時の作業荷重は1500N/m2としています。

3）ノンサポート工法とは、サポートを必要としない工法です。

4）中央サポート工法とは、中央部1ヶ所のサポートを設けた工法です。

5）パーシャルプレストレス設計としています。

6）完成後の合成床端部支持条件は固定としています。

7）ノンサポート工法ではPC鋼線を切断する断面欠損がない場合、中央

サポート工法ではパネル幅に対し20%までの欠損がある場合として

います。（位置によりこれ以上の欠損が可能な場合もあります）

8）中央サポート工法では、板上作業の前に中央サポートを設置するこ

ととします。

9）施工時の変形は1/300以下としています。

10）長期のたわみは1/250以下としています。

11）プレストレス力はそりをスパンの 1/300以下としています。

12）埋設配管、耐火性能、振動性能等の条件によりスラブ厚が増す場合

もあります。

※本仕様は予告なく変更する場合がありますので、ご確認下さい。

12.31

127,700

12.29
12.69 12.71
102,30080,750 122,50096,680
10,800 12,900
8,070 9,640
5,940 7,100
5,650 6,760
100 120
4,990 5,960

152,800

（4,960）（4,990）（2,420）

6.48
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［呼び幅1mパネル］
使用PC鋼線
上筋
2－2.9mm3本よりPC鋼より線
下筋
2－2.9mm3本よりPC鋼より線
4－7本より9.3mmPC鋼より線
2－7本より12.7mmPC鋼より線
導入プレストレス応力度
上縁　0.23N/mm2
下縁　7.90N/mm2

［呼び幅1.2mパネル］
使用PC鋼線
上筋
2－2.9mm3本よりPC鋼より線
下筋
2－2.9mm3本よりPC鋼より線
6－7本より9.3mmPC鋼より線
2－7本より12.7mmPC鋼より線
導入プレストレス応力度
上縁　0.07N/mm2
下縁　8.11N/mm2

1）場所打コンクリートは設計基準21N/mm2としています。

2）場所打コンクリート打設時の作業荷重は1500N/m2としています。

3）ノンサポート工法とは、サポートを必要としない工法です。

4）中央サポート工法とは、中央部1ヶ所のサポートを設けた工法です。

5）パーシャルプレストレス設計としています。

6）完成後の合成床端部支持条件は固定としています。

7）ノンサポート工法ではPC鋼線を切断する断面欠損がない場合、中央

サポート工法ではパネル幅に対し20%までの欠損がある場合として

います。（位置によりこれ以上の欠損が可能な場合もあります）

8）中央サポート工法では、板上作業の前に中央サポートを設置するこ

ととします。

9）施工時の変形は1/300以下としています。

10）長期のたわみは1/250以下としています。

11）プレストレス力はそりをスパンの 1/300以下としています。

12）埋設配管、耐火性能、振動性能等の条件によりスラブ厚が増す場合

もあります。

※本仕様は予告なく変更する場合がありますので、ご確認下さい。
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1）場所打コンクリートは設計基準21N/mm2としています。

2）場所打コンクリート打設時の作業荷重は1500N/m2としています。

3）ノンサポート工法とは、サポートを必要としない工法です。

4）中央サポート工法とは、中央部1ヶ所のサポートを設けた工法です。

5）パーシャルプレストレス設計としています。

6）完成後の合成床端部支持条件は固定としています。

7）ノンサポート工法ではPC鋼線を切断する断面欠損がない場合、中央

サポート工法ではパネル幅に対し20%までの欠損がある場合として

います。（位置によりこれ以上の欠損が可能な場合もあります）

8）中央サポート工法では、板上作業の前に中央サポートを設置するこ

ととします。

9）施工時の変形は1/300以下としています。

10）長期のたわみは1/250以下としています。

11）プレストレス力はそりをスパンの 1/300以下としています。

12）埋設配管、耐火性能、振動性能等の条件によりスラブ厚が増す場合

もあります。

※本仕様は予告なく変更する場合がありますので、ご確認下さい。

2012.2改定

［呼び幅1mパネル］
使用PC鋼線
上筋
4－2.9mm3本よりPC鋼より線
下筋
2－7本より9.3mmPC鋼より線
4－7本より12.7mmPC鋼より線
導入プレストレス応力度
上縁　0.52N/mm2

下縁　8.77N/mm2

［呼び幅1.2mパネル］
使用PC鋼線
上筋
4－2.9mm3本よりPC鋼より線
下筋
4－7本より9.3mmPC鋼より線
4－7本より12.7mmPC鋼より線
導入プレストレス応力度
上縁　0.16N/mm2

下縁　8.80N/mm2
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1）場所打コンクリートは設計基準21N/mm2としています。

2）場所打コンクリート打設時の作業荷重は1500N/m2としています。

3）ノンサポート工法とは、サポートを必要としない工法です。

4）中央サポート工法とは、中央部1ヶ所のサポートを設けた工法です。

5）パーシャルプレストレス設計としています。

6）完成後の合成床端部支持条件は固定としています。

7）ノンサポート工法ではPC鋼線を切断する断面欠損がない場合、中央

サポート工法ではパネル幅に対し20%までの欠損がある場合として

います。（位置によりこれ以上の欠損が可能な場合もあります）

8）中央サポート工法では、板上作業の前に中央サポートを設置するこ

ととします。

9）施工時の変形は1/300以下としています。

10）長期のたわみは1/250以下としています。

11）プレストレス力はそりをスパンの 1/300以下としています。

12）埋設配管、耐火性能、振動性能等の条件によりスラブ厚が増す場合

もあります。

※本仕様は予告なく変更する場合がありますので、ご確認下さい。



1）場所打コンクリートは設計基準21N/mm2としています。

2）場所打コンクリート打設時の作業荷重は1500N/m2としています。

3）ノンサポート工法とは、サポートを必要としない工法です。
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ととします。
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12）埋設配管、耐火性能、振動性能等の条件によりスラブ厚が増す場合

もあります。

※本仕様は予告なく変更する場合がありますので、ご確認下さい。
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